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特別損失（減損損失）の計上 

及び2024年３月期第２四半期業績予想と実績値との差異並びに 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2024年３月期第２四半期累計期間において、特別損失として固定資産の減損損失の計上を行うこととし、併せ

て2023年４月28日に公表しました2024年３月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じました

ので下記のとおりお知らせいたします。併せて2024年３月期の通期業績予想の修正をすることとしましたので、お知らせ

いたします。 

 

●特別損失（減損損失）の計上について 

階段やカウンター等住宅の内装に関わる製品群を取り扱う内装建材事業において、過年度から経営環境の悪化が続き、

特に当事業年度においては、想定以上の市況低迷の影響から低調な受注・販売状況が続いていることに加え、為替の影響

等による資材価格の高騰が進行するなか、コスト吸収にかかる十分な改善には至っておらず、収益性が低下していると判

断し、当該資産の減損処理を行うことといたしました。  

これらの固定資産につきまして、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき減損処理を行い、当第２四半期会計期間

において減損損失 7 億 13 百万円を計上しました。 

 

●2024 年３月期第２四半期累計期間 個別業績予想と実績値との差異（2023 年４月１日～2023 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 ( A ) 

百万円

8,200

百万円

115

百万円

110

百万円 

75 

円 銭

16.80

今 回 実 績 値 ( B ) 7,782 △   26 △   20 △  785 △  175.94

増 減 額 ( B - A ) △  418 △  141 △  130 △  860 

増 減 率 ( ％ ) △  5.1 － － － 

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(2023 年 3 月期第 2 四半期) 
9,011 218 220 149 33.40

 
●2024 年３月期通期 個別業績予想数値（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 ( A ) 

百万円

16,500

百万円

310

百万円

300

百万円 

200 

円 銭

44.80

今 回 発 表 予 想 ( B ) 15,520 △   23 △   20 △  795 △  178.08

増 減 額 ( B - A ) △  980 △  333 △  320 △  995 

増 減 率 ( ％ ) △  5.9 － － － 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 2 3 年 3 月 期 ) 
17,655 325 328 231 51.82

 

差異及び業績予想修正の理由 

（１）第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異の理由 

前述のとおり、内装建材事業において想定以上に市況が低迷しており、特に持ち家の減少が顕著となるなか、当市場を

メインとする製品構成になっていることから受注が低迷、売上高の減少が続きました、また、原価面においてエネルギー

コストの高騰および為替の急激な円安進行による資材価格の高騰等により、コスト吸収にかかる価格面の施策が後追い

になっているなど十分な改善に至らず、営業利益および経常利益を修正することに加え、固定資産の減損損失7億13百万

円の計上を行うものです。 



 
（２）通期の業績予想の理由 

こうした状況を受け、収益体質の改善が焦眉の急と認識し、製品群の練り直し及び事業ポートフォリオの再構築等か

かる施策を進めてまいりますが、改善効果が具現化するには一定期間を要する施策も多く、また、持ち家を中心とした市

場環境の良化が期待できないと予測しており、営業利益および経常利益を修正することに加え、前述した固定資産の減損

損失7億13百万円の計上を含め業績予想を修正するものであります。 

なお、配当につきましては、2023年４月28日に公表しました当初予想から変更はありません。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の

様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


